
中津川市上下水道事業

経営審議会

経営改善に向けた下水道使用料改定案
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第２回審議会で承認事項

１．「定額制」の廃止

２．井戸水等使用者の「定額制（人数制）」を導入

３．排水設備指定工事店の指定申請の有料化

４．排水設備台帳の有料化

５．排水設備完成検査の有料化

６．メーター検針の隔月化

７．事業所浄化槽排水の受入の有料化
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収支改善への提案

２．区域外流入工事費の市費負担制度の廃止

３．井戸メーター等の設置費の使用者負担

４．受益者負担金一括納付報奨金制度の廃止

５．水洗化資金融資あっせん利子補給制度の廃止

１．料金改定 （従量制の改定、４年間の段階移行改定）
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新規に取り出す場合は、受益者が施工

道 路

下水道管
取付管

宅地

受益者が施工

宅内排水管

収支改善への提案
２．区域外流入工事費の市費負担制度の廃止
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２．区域外流入工事費の市費負担制度の廃止

下水道本管

新築
家屋

新築
家屋

既設下水道本管

市施工部分

取付管、公共ます、受益者施工

区域外
50mまで市で
施工

収支改善への提案

・年間約３００万円歳出削減
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※下水道本管工事完了後の新規取り出し工事への市費負担制度の廃止



収支改善への提案
３．井戸メーターの設置費を使用者負担にする

従量制
井戸
使用 遠隔メーターの

設置が必要
設置費用１か所

約５万６千円

人数制井戸
使用

遠隔メーターの
設置が不要

事業所

一般家庭

・年間約７００万円歳出削減
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収支改善への提案
４．受益者負担金一括納付報奨金制度の廃止

受益者負担金 ３０万円

分割
年４回×５年間＝２０回払い
１万５千円×２０回＝３０万円

一括
３０万円×１３．５％OFF

２５万９千５百円

下水道へ接続できるように
なった建物の所有者

下水道管

公共ます

・年間約９７０万円歳出削減

旧市内と旧福岡町地区のみで実施
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監査委員から
廃止検討



収支改善への提案
５．水洗化資金融資あっせん利子補給制度の廃止

金融機関

返済

受益者

融資

１３０万円限度

４８回月賦返済

下水道への
接続工事資金

融資
あっせん

・年間約５０万円歳出削減
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※毎年、５億円の赤字が続き、赤字補てんを一般会計に依存している



下水道４事業の水洗化予測
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下水道使用者件数

単位：件

H24年度末 H25年度末 H26年度末 H27年度末 H28年度末 H29年度末 H30年度末

公共 7,876 7,976 8,076 8,176 8,276 8,376 8,476

特環 6,278 6,308 6,338 6,368 6,398 6,428 6,458

農集 2,657 2,693 2,729 2,765 2,801 2,837 2,873

個別 79 79 79 79 79 79 79

総件数 16,890 17,056 17,222 17,388 17,554 17,720 17,886
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使用料改定案
移行期間設定案（平成３０年度までの４年間）

・平成２６年４月１日より定額制を廃止

・平成２７年４月１日より段階的に改定

・４年間の移行期間を設定

・平成２６年４月１日より人数制を新設

スケジュール H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

定額制廃止

人数制新設

使用料改定 第１回 第２回 第３回 最終
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使用料改定案 その１

使用料月額
統一後
（現行） 改定案 差 額

基本料金10㎥まで 1,995.0円 3,045.0円 1,050.0円

11㎥から20㎥まで （１㎥あたり） 157.5円 168.0円 10.5円

21㎥から50㎥まで （１㎥あたり） 168.0円 178.5円 10.5円

51㎥から100㎥まで （１㎥あたり） 210.0円 220.5円 10.5円

101㎥以上 （１㎥あたり） 241.5円 252.0円 10.5円

従量制（改定案）

※使用料計算例：月25㎥使用の場合
3,045円+（168円×10㎥）+（178.5円×5㎥） =  5,617円

（従量制案）

※使用料計算例：月20㎥使用の場合
3,045円+（168円×10㎥） = 4,725円
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水量（月） 統一後（現行） 改 定 案 差 額
10㎥ 1,995円 3,045円 1,050円
15㎥ 2,782円 3,885円 1,103円
20㎥ 3,570円 4,725円 1,155円
25㎥ 4,410円 5,617円 1,207円
30㎥ 5,250円 6,510円 1,260円
40㎥ 6,930円 8,295円 1,365円
50㎥ 8,610円 10,080円 1,470円
75㎥ 13,860円 15,592円 1,732円

100㎥ 19,110円 21,105円 1,995円
150㎥ 31,185円 33,705円 2,520円
200㎥ 43,260円 46,305円 3,045円

使用料改定案 その１
従量制（改定案）

（従量制案）
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・４人家族の（24㎥/月）場合、月額では、5,439円（1,197円の負担増）
年額では、65,268円（14,364円の負担増）



使用料改定案 その１
人数制（改定案）

（人数制案）

・水道水＋井戸水等使用または井戸水等のみ使用の場合は人数制となります。

・水道水のみの場合は従量制となります。

人 数 使用料（月額）
基本料金 １人まで 3,045円

２人目以降
１人ごとに

８４０円

２人 3,885円
３人 4,725円
４人 5,565円
５人 6,405円
６人 7,245円
７人 8,085円
８人 8,925円
９人 9,765円

１０人 10,605円
１１人 11,445円
１２人 12,285円
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Ａさん宅、井戸使用
１人の場合

月額 3,045円

3,045 + 840 + 840 =

月額 4,725円

Ｂさん宅、井戸使用
３人の場合



使用料改定案 その１
移行期間設定案（平成３０年度までの４年間）

水量（月） H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

基本料金10㎥まで 1,995.0円 2,257.5円 2,520.0円 2,782.5円 3,045.0円

11㎥～20㎥まで 157.5円 159.6円 161.7円 163.8円 168.0円

21㎥～50㎥まで 168.0円 170.1円 172.2円 174.3円 178.5円

51㎥～100㎥まで 210.0円 212.1円 214.2円 216.3円 220.5円

10１㎥以上 241.5円 243.6円 245.7円 247.8円 252.0円

（従量制案）

人数（月） H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度
基本料金 1人まで 1,995.0円 2,257.5円 2,520.0円 2,782.5円 3,045.0円

２人目以降
１人ごとに

798.0円 808.5円 819.0円 829.5円 840.0円

（人数制案）
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使用料改定案 その１
移行期間設定案（平成３０年度までの４年間）
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使用料改定案 その１
平成２６年度から３０年度までの収支見込
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順位 団体名 20m3/月 順位 団体名 20m3/月
1揖斐川町 5,200円 24輪之内町 3,145円

2池田町 5,040円 24安八町 3,145円

3改定案その１ 4,725円 25可児市 3,118円

4大垣市 上石津 3,990円 26坂祝町 3,097円

5本巣市 人数制 3,885円 27養老町 3,090円

7山県市 3,675円 30八百津町 3,045円

7垂井町 3,675円 30美濃加茂市 3,045円

8恵那市 3,620円 30川辺町 3,045円

10中津川市（統一） 3,570円 31美濃市 2,976円

10飛騨市 神岡 3,570円 32北方町 2,782円

11瑞穂市 3,417円 34多治見市 2,625円

14瑞浪市 3,360円 34白川村 2,625円

14海津市 3,360円 35高山市 2,600円

14関ヶ原町 3,360円 36羽島市 2,257円

15下呂市 萩原 3,300円 37関市 2,255円

18本巣市 従量制 3,255円 38下呂市 下呂 2,079円

18富加町 3,255円 39岐阜市 2,073円

18飛騨市 古川 3,255円 40大垣市 2,047円

22土岐市 3,150円 41各務原市 1,827円

22郡上市 3,150円 43岐南町 1,732円

22神戸町 3,150円 43笠松町 1,732円

22御嵩町 3,150円

中津川市（統一）

改定案 その１



使用料改定案 その２

使用料月額
統一後
（現行） 改定案 差 額

基本料金10㎥まで 1,995.0円 2,520円 525.0円

11㎥から20㎥まで （１㎥あたり） 157.5円 210.0円 52.5円

21㎥から50㎥まで （１㎥あたり） 168.0円 220.5円 52.5円

51㎥から100㎥まで （１㎥あたり） 210.0円 220.5円 10.5円

101㎥以上 （１㎥あたり） 241.5円 252.0円 10.5円

従量制（改定案）

※使用料計算例：月20㎥使用の場合
2,520円+（210円×10㎥）= 4,620円

（従量制案）

※使用料計算例：月25㎥使用の場合
2,520円+（210円×10㎥）+（220.5円×5㎥）= 5,722円
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水量（月） 統一後（現行） 改 定 案 差 額
10㎥ 1,995円 2,520円 525円
15㎥ 2,782円 3,570円 788円
20㎥ 3,570円 4,620円 1,050円
25㎥ 4,410円 5,722円 1,312円
30㎥ 5,250円 6,825円 1,575円
40㎥ 6,930円 9,030円 2,100円
50㎥ 8,610円 11,235円 2,625円
75㎥ 13,860円 16,747円 2,887円

100㎥ 19,110円 22,260円 3,150円
150㎥ 31,185円 34,860円 3,675円
200㎥ 43,260円 47,460円 4,200円

使用料改定案 その２
従量制（改定案）

（従量制案）
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・４人家族の（24㎥/月）場合、月額では、5,502円（1,260円の負担増）
年額では、66,024円（15,120円の負担増）



使用料改定案 その２
人数制（改定案）

（人数制案）

・水道水＋井戸水等使用または井戸水等のみ使用の場合は人数制となります。

・水道水のみの場合は従量制となります。

人 数 使用料（月額）
基本料金 １人まで 2,520円

２人目以降
１人ごとに

８６１円

２人 3,381円
３人 4,242円
４人 5,103円
５人 5,964円
６人 6,825円
７人 7,686円
８人 8,547円
９人 9,408円

１０人 10,269円
１１人 11,130円
１２人 11,991円
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Ａさん宅、井戸使用
１人の場合

月額 2,520円

Ｂさん宅、井戸使用
３人の場合

月額 4,242円

2,520 + 861 + 861 =



使用料改定案 その２
移行期間設定案（平成３０年度までの４年間）

水量（月） H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

基本料金10㎥まで 1,995.0円 2,121.0円 2,257.5円 2,383.5円 2,520.0円

11㎥～20㎥まで 157.5円 172.2円 184.8円 197.4円 210.0円

21㎥～50㎥まで 168.0円 182.7円 197.4円 212.1円 220.5円

51㎥～100㎥まで 210.0円 212.1円 214.2円 216.3円 220.5円

101㎥以上 241.5円 243.6円 245.7円 247.8円 252.0円

（従量制案）

人数（月） H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度
基本料金 1人まで 1,995.0円 2,121.0円 2,257.5円 2,383.5円 2,520.0円

２人目以降
１人ごとに

798.0円 814.8円 831.6円 848.4円 861.0円

（人数制案）
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使用料改定案 その２
移行期間設定案（平成３０年度までの４年間）
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使用料改定案 その２
平成２６年度から３０年度までの収支見込

単位：百万円

定額制を廃止
人数制を設定

24



0円 1,000円 2,000円 3,000円 4,000円 5,000円 6,000円

揖斐川町

改定案その１

本巣市 人数制

垂井町

中津川市（統一）

瑞穂市

海津市

下呂市 萩原

富加町

土岐市

神戸町

輪之内町

可児市

養老町

美濃加茂市

美濃市

多治見市

高山市

関市

岐阜市

各務原市

笠松町

20m3/月 使用料比較（改定案その２）
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中津川市（統一）

改定案 その２

順位 団体名 20m3/月 順位 団体名 20m3/月
1揖斐川町 5,200円 24輪之内町 3,145円

2池田町 5,040円 24安八町 3,145円

3改定案その２ 4,620円 25可児市 3,118円

4大垣市 上石津 3,990円 26坂祝町 3,097円

5本巣市 人数制 3,885円 27養老町 3,090円

7山県市 3,675円 30八百津町 3,045円

7垂井町 3,675円 30美濃加茂市 3,045円

8恵那市 3,620円 30川辺町 3,045円

10中津川市（統一） 3,570円 31美濃市 2,976円

10飛騨市 神岡 3,570円 32北方町 2,782円

11瑞穂市 3,417円 34多治見市 2,625円

14瑞浪市 3,360円 34白川村 2,625円

14海津市 3,360円 35高山市 2,600円

14関ヶ原町 3,360円 36羽島市 2,257円

15下呂市 萩原 3,300円 37関市 2,255円

18本巣市 従量制 3,255円 38下呂市 下呂 2,079円

18富加町 3,255円 39岐阜市 2,073円

18飛騨市 古川 3,255円 40大垣市 2,047円

22土岐市 3,150円 41各務原市 1,827円

22郡上市 3,150円 43岐南町 1,732円

22神戸町 3,150円 43笠松町 1,732円

22御嵩町 3,150円
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受益者負担の原則

中津川市
下水道事業

下水道受益者
（使用者）

市 民

一般会計

教育、医療、福祉、消防、防災
住宅、産業振興、文化振興、
道路・橋梁建設、維持など

国保
介護

病院

水道

下水道会計基準外の多額の税金

使用料

税金

市内全域が下水道
区域ではない

公共事業

現行使用料
では赤字

赤字

毎年下水道受益者以外の
市民の税金が投入されている

（H24年度 約26億円）



下水道事業経営について

ご審議をお願いいたします
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